
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 A問題 B問題 

国語 73.0（0.0） 56.0▲3.0） 

算数 62.0（▲4.2） 43.0（▲11） 

理科 67.0（ 4.0） 

 （ ）は県平均との差    

全国学力・学習状況調査（％） 〈児童生徒質問紙調査〉（％） 

 

体力つくり改善計画 【広島県体力・運動能力調査から】 

 県平均以上項目数 前回目標値に対する結果 重点課題 改善する取組内容・方法 

（男子） 

   ３５／４８ 

○全学年を通して，県平均値かつ全国

平均値の達成項目数を５８項目以上（６

０％以上）にする。→達成  

○総合評価がＤ・Ｅの児童を１５％以下

にする。→達成 

○「長座体前屈」「上体起こし」「５０ｍ走」

を県平均値かつ全国平均値以上にす

る。→全体的に改善が見られるが，「５０

ｍ走」が引き続き課題である 

○ 「ボール投げ」において，男子は２つの

学年，女子は４つの学年は県平均値かつ全

国平均値を下回っている。記録に個人差も

大きく，投げ方が身に付いていない児童も

多い。 

○ 「５０ｍ走」において，記録の向上が見ら

れたものの男子は２つの学年，女子は４つ

の学年は県平均値かつ全国平均値を下回

っている。 

○意欲を高め，体力を高める環境づくり ・

校内検定基準を設け，「運動の記録」を作成

し体力向上に向けた意欲づけを行う。 

○「ボール投げ」→体育の授業の導入部分

で投動作を取り入れる。 「体力つくりカー

ド」を活用し，家庭でも投動作を継続して行

う。 

○「５０ｍ走」  →体育の導入部分で走の

運動遊びを毎時間行う。 

（女子） 

   ２７／４８ 

    

目標値 
①全学年を通して，県平均以上項目数を６７項目以上（７０％以上）にする。②総合評価がＤ・Ｅの児童を６％以下にする。 

③「ボール投げ」を県平均値以上にする。④「５０ｍ走」を県平均値以上にする。 

 

自分にはよいところがある ８３．４ 

先生はよいところを認めてくれる ９１．７ 

将来の夢や目標を持っている ９１．６ 

人の役に立つ人間になりたい １００．０ 

 

「基礎・基本」定着状況調査 〈児童生徒質問紙調査〉（％） 

校番（７３）番 福山市立 山南 小学校 

暴力行為発生率・不登校児童出現率 （％）           （３）月末現在 

暴力行為 ０ 

 

４ めざす授業に向けた取組の具体 

不登校 １ 

 

５ 取組の結果等   数値は２０１８年（Ｈ３０年）調査等の状況 

質問項目 当てはまる 当てはまらない 

仕事にやりがいを感じている １００ ０ 

仕事に充実感がある １００ ０ 

 

質問項目 当てはまる 当てはまらない 

授業で考えることが面白い ９４ ６ 

自分の考えは，認められている ９３ ７ 

 

学校へ行くのは楽しい ６９．２ 

「やりなさい」と言われなくても，自分から進んで勉強をしている ８４．６ 

授業では，課題について，「なぜだろう」「やってみたい」と思う ８４．６ 

授業では，友だちと話し合うなどし，考えを深めたり広げたりしている ７６．９ 

 

 

 

（肯定的評価）   

（肯定的評価）   

２ 授業の現状 ３ めざす授業の姿 

○他者と協働して解決する必然のある授業づくりを行った。全校での日常的な取組としていくことが

課題である。△単元末テストの平均正答率：低（９５％）中（８７％）高学年（７９％），標準学力テスト

において評定１の児童：（25％） 

 

○学び合い深め合う発問を工夫し，他者と協働して解決する授業。 

△国語，算数，理科において単元末テストの正答率を各教科，低90％中85％高80％以上にする。

△標準学力テストにおいて評定1の児童を2０%以下にする。 

 

２０１９年度（平成３１年度） 「自ら考え学ぶ授業づくり」アクションプラン 

<学校用> 

育成する２１世紀型“スキル＆倫理観” 自分から進んで取り組む力（主体性） 友達と協力する力（協働性） 自分らしく表現する力（創造性） みんなのことを考えみんなのために働く力 
(社会貢献力) 

   

   

めざす子ども像（21世紀型“スキル＆

倫理観”を身に付けた児童生徒の姿） 

①自分にとってふさわしい目標やめあてを決めて学習できる。

②グループやクラスでの話し合いの時に自分の考えや意見を

積極的に出せる。③グループや自分で決めた計画にそって，

進んで調べたり作ったり発表できる。 

④自分の意見やアイディアを友達に納得してもらえるように説

明し合える。⑤グループワークの時に，友達と協力して課題や

めあてに取り組める。⑥友達の良いところやアドバイスを生か

し合って，より良い考えや作品を作れる。 

⑦新しいアイディアや工夫はないかと，いつも自分で考えられ

る。⑧自分らしい考えを生かして文章を書いたり発表したりでき

る。⑨「なぜだろう？」「どうしてかな？」といつも質問を考えら

れる。 

⑩相手の気持ちを考えながら，互いの存在や立場を尊重しよう

とする。⑪公共の利益のことを考えようとする。⑫人や社会の役

に立てたことへの喜びや達成感を感じている 

   

 

１ 育成する力（２１世紀型“スキル＆倫理観”） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学び合い深め合う発問を工

夫する。 

 ・論点の焦点化，明確化，そし

て学習集団としての共有化 

〇他者と協働して解決する必

然のある授業づくりを進める。 

 ・ペア・グループ学習の場面

の設定と充実 

 

 

 

 

 

福山１００ＮＥＮ教育アンケート〔対象：授業者〕（％）  

 

児童生徒アンケート（％）         （３）月実施 

 

４月からの取組 ８月末の状況 １月からの取組 ９月からの取組 １２月末の状況 ２月末の状況 


